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医療用医薬品と書籍流通の相違 

 

 消費者が入手する価格が同一、つまり消費者に対する販売段階において価格競争が発生

しない業界(製品）はいくつか存在する。医薬品と書籍はその代表といえるが、そのメカニ

ズム(流通）は異なっている。そこで、書籍流通市場を取り上げることにより、医薬品流通

との相違を明確にしたい。 

 近年のわが国の書籍市場は、販売部数と販売金額の双方において、縮小の一途をたどって

いる。一方、多数の新刊書が発行され続けている。これら書籍の多くは、書籍の卸売業者(取

次店）を通して、書店に配送される。また書籍のメーカーである出版社が直接、書店や消費

者に販売することはほとんどない。そのため、書籍の流通チャネルは、出版社(メーカー）

→取次店(卸売業者）→書店(小売店)という垂直的な取引関係を有する。そして多くの出版社

は、取次店に新刊書を納品した翌月に書籍代金の一部または全額を受け取る。取次は、書店

に書籍を配送し、翌月に書店から書籍代金を受け取るが、書店は一定期間内であれば、当該

書籍を取次経由で返却し、返却された書籍代金が精算される(蔡[2012]）。その後、出版社と

取次間では、返品された書籍代金が精算される。実際の書籍の販売にかかわらず、多くの出

版社は新刊書発行段階で現金が得られるため、書籍市場の縮小による出版社の経営難が新

刊書の発行を促進している面がある(佐々木[2010]）。他方、新刊書に需要が集中し、長く販

売し続けられる既刊書が少なくなっているため、出版社は次々に新刊書を発行せざるを得

ない面もある(佐藤・芳賀・山田[2011]）。前者は書籍の流通・決済システムに起因してお

り、後者は書籍の販売パターンに起因するものである(浅井[2016]）。この両方の面を医薬

品と比較すると、医薬品の流通・決済システムは書籍とは決定的に異なっており、市場は書

籍のように縮小はしていないが、医薬品は物的には移転しているが、商的(決済）はされて

おらず、書籍とは全く異なる動きを示している。また医薬品の販売パターンについては、新

薬については新しい効能などが加わり、全く新しい効能のある医薬品の需要は高いといえ

るが、一方で長年継続使用されてきた医薬品の需要もあり、特許が切れた後も後発薬として

生産され続け、むしろその使用が推奨される面がより強くなってる。 

 また書籍は、独占禁止法が禁止する再販売価格維持の適用除外とされている。そのため、

消費者が購入する価格は、購買会事業などを除き、出版社が取次と書店の利潤を含めて小売

価格を設定し、書店は原則として値引き販売ができない。しかし、書店は先にもあげたよう

に自らが注文した書籍を除いては、売れ残りを返却することができるため、在庫リスクは発

生しない。このように出版社と取次、取次と小売店との関係は、通常の商品取引とは異なる

点が多い(浅井[2016]）。医療用医薬品の価格（薬価）は、わが国の医療保険制度から、病院

や保険薬局に支払われる時の医薬品の価格であり、製薬企業の資料などにより厚生労働省

が決める公定価格である。したがって、書籍の価格とは異なるシステムにより小売価格が決

定される。当然のことながら、製薬企業(メーカー）は、書籍における出版社のように製薬



卸（卸売業）や薬局(小売）の利潤を含めて小売価格の設定はできない。さらに医薬品の返

却(返品）は、書籍のように制度化されているわけではないが、通常行われており、在庫リ

スクはやはり存在しないといえるかもしれない。 

 以上のように、書籍も医薬品も一般の商品とは異なる流通システムを有しており、このよ

うなシステムとなった背景と現在的意味を考える必要があろう。 
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